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として、カンボジアで 所有権をめぐる争いにつき、特に先住民にかかわる土地制度に焦点をあてつつ、土地法の規定実態について紹介する。カンボジア 先住民の土地は、二〇〇〇年代になってから「集団的土地所有権」と う、







宅地の所有権と、五ヘクタール未満の農地の占有権を認めた。そして、これをもとに、一九九二年に住居地を対象とした所有権を認めた新しい土地法 制定した。一九二年土地法は、一九七九年以前の権利関係からの断絶を宣言し（一条） 、そして、法律の制限内での土地所有権を認めつつ、一部で慣習法的な「鋤による獲得」 （耕作し続けることで農地 獲得する）原則を反映した占有権も認めたものであった（六一〜七六条） 。　
一九九三年に憲法制定議会選挙
が行われ新憲法が制定され、経済
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と、二〇〇八年に現地の主要新聞で扱われた土地紛争一七三件は、全国にひろまっている（参考文献④） 。これによると、一つの紛争で平均して一八八世帯、二七六ヘクタールが影響を受けているという。 ただし、 四三％が五 ヘクタール以下である一方、一〇％は五〇〇ヘクタール以上の土地が対象としている。紛争件数が多い州として、シハヌークビ 、カンポット、カンダール州が挙げられている。一方で紛争に巻き込まれる世帯数が多いのは、ラタナキリ、 ラ
チェ、バンテアイミアンチェイ州といった遠隔州の大規模農業が行われている地域であり、先住民が多く暮らす地域が含まれる。 なお、紛争に巻き込まれ 人たちのうち、約半数が裁判や調停の際に効力を主張しうるような公的書類（登記書類を含む）を持っていなかった。●先住民に関する土地制度　
カンボジアの全人口一三四〇万
人（二〇〇八年センサス）の大半は、クメール人（いわゆるカンボジア人）であり、このほかに、中国人、ベトナム人、チャム人（イスラム教徒）が主要な構成要員である。これ以外の、トンプオン、ブラウ、プノン ジャライなど、いわゆる先住民の人口は 一〇〜一五万人程度と考えられ、全人口の一％程度で 彼らは、独自の文化を維持しており、土地利用についても焼畑によ 移動式農業と狩猟・採集 軸と た生活をしている。彼ら 居住地は全国的に分布しているが、特に北東部のラタナキリ州 モンドルキリ州では、人口の過半数を占め いる。以下本稿では、この二州を対象に先住民地域と称する （参考文献②、⑥、地図参照） 。
　
カンボジア憲法第三一条では、
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て、ラタナキリ州の村を訪ねたとき、村の土地の大半がすでに外部の投資家に売り払ってしまったというある村の村長は、 「以前は、バイクがほしかった すると、土地を売ったんだ。自分たちにはほかに売るようなものがないからね。ただ、最近は、いろんな人たちが＂土地を売って いけない＂というから売っていない」と言っていた。一方、 ＮＧＯと協力して、土地を守ろ というパイロット・プロジェクトの対象になっている村の村長は 「一人 売り始め と、




団的所有権は、制定当時、画期的な試みのひとつと考えられたが、実際には理念のみが先行し、施行は遅々として進まなかった。土地法で認められたはず 集団的土地所有権を実行するための細 な制度が整わなかったためである。たとえば、最初の段階で、集団的土地所有権を認める主体が誰であるのか、そして どのような土地に対して、どこまでの権利を認める








住民の土地登録の手続きに関する大臣会議令の草案は、二〇〇八年三月に公開された。 これによると、先住民のアイデンティティと切り離すことができない「精霊の森」や「墓地のための森」の登録範囲をそれぞれ七ヘクタールに限定すること、コミュニティからの脱退の際の補償として当該メンバーへの土地を分配することといった規定が盛り込まれていた。 れに対して、二〇〇八年四月に開催されたワークショップでは、NGO・国際機関や先住民の代表者たちから、 「先住民の土地が限定的にしか守られていない」と懸念の声が表明された。しかし、この大臣会議令については、さらに 休耕部分を国有地と規定する条文をも盛り込み、二〇〇九年五月に承認された。先住民側か すると不満が残るものとなったが、こ により制度不在の状況は一応打開され、その後、実際の手続き 進められる道筋がたっ ただし、絶え間なく変化していく環境に どれだけこの制度が対応できるのかは、未知数である。●結びにかえて　
土地所有権をめぐる慣習法的な
権利をどう扱うかは、伝統的な課
題のひとつである。カンボジアの山岳地帯で起きているこの出来事は、多く 途上国 起きてきた／起きている出来事の一事例に過ぎない。しかし、多くの先行す 経験があっても、なお、繰り返されるこの課題を取り挙げつづけることなしには、いずれの事例も歴史のなかに埋もれていって まうであろう。　
カンボジアの二〇〇一年土地法
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エッセイ―カンボジア・ラタナキリ州の先住民」 『ア 研ワールド・トレンド』 、第一七二号、二〇一〇年一月。
